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「信頼関係・人間関係づくり」の手法として、心の冒険教育、プロジェクトアドベンチャー、

構成的グループ・エンカウンター等の理論・実践を学び、学級経営に生かせるよう研究を進め

てきた。これらの手法を取り入れた授業を、在籍校を中心に子どもたちの実態に合わせながら、

活動やねらいを設定し実践した。その結果を基に、人間関係づくりのためのカリキュラム案

（２・５年生）を作成した。人間関係づくりの手法を教科・各領域の中に取り入れ計画し、誰

でもが日常的に活用できるようアクティビティ集（活動集）・ふりかえりカードも作成した。

仲間づくりの資料として、学級経営に生かせるよう提案したい。 
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１ はじめに 

生き生きと学べる学級を目指して（心の安心・体の安全）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 子どもたちは、学校や地域の中で様々な人と出会い、かかわる中で育っていく。しかし、近年社会

環境の急激な変化の中、子どもたちは人や社会、自然とかかわって生きる生活体験が減少し、コミュ

ニケーション力やソーシャルスキルの低下が危惧されている。そして、様々な生活環境の中で育った

子どもたちの、友達同士のかかわり方も一様で

ない。今までかかわった子どもたちの中にも、

友達同士の問題解決の過程で自己表現すること

が上手くできず、トラブルになる子どもも少な

くなかった。そこで、学級経営に人間関係づく

りの手法として、心の冒険教育、構成的グルー

プ・エンカウンターの活動を定期的に取り入れ、

子どもたちのコミュニケーション力やソーシャ

ルスキルを高め、居心地のよい学級集団を目指

したいと考えた。そのためには、日ごろの学級

経営や教科学習の中に、様々な人間関係づくり

の手法を取り入れ、実践していくことが有効で

あると考えた。 

カリキュラムづくりのために 

 
 
 
 
 

      研 究 構 想 図 

そこで、どの学年のいつの時期にどんな活動

を取り入れたら効果的か、実践研究を重ね検証

し、その結果を基にカリキュラムづくりに取り

組んだ。 

 

２ 研究目的 

(1)  学級経営に人間関係づくりの理論と手法

を取り入れることによって、教師と子ども、子どもと子どものかかわりに信頼関係が生まれること

により、居心地の良い学級集団をつくる。  

(2)  児童の実態に合わせた実践研究を重ね、検証授業結果をもとに日常的に活用できるカリキュラム

を作成する。 
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３ 研究内容 

(1) カリキュラムづくり 

(2) 基礎研究 

人間関係づくりの研究として以下の３つの手法について文献を研究した。 

① 心の冒険教育、プロジェクトアドベンチャー（ＰＡ） 

② 構成的グループ・エンカウンター（ＳＧＥ） 

③ ピア・サポート活動 

(3) 研修会 

次のような研修会や授業に参加・参観しスキルアップのための研修を深めた。 

月 日 研   修   名 研 修 内 容 

４月６日 構成的グループ・エンカウンター研修会 ＳＧＥ 

４月 12 日 心の冒険教育研修会 心の冒険教育 

５月 10 日 日高中学校 1年生（集団づくり・仲間づくり）校内研修会 心の冒険教育・ＰＡ

５月 28 日 心の冒険教育体験会（初級） 心の冒険教育 

７月 23～25 日 教育カウンセラー養成講座 ＳＧＥ 

８月２～４日 心の冒険教育講座Ⅰ 心の冒険教育 

８月８～12 日 心の冒険教育指導者研究会 心の冒険教育 

８月 22 日 エンカウンターのリーダーとしてのあり方 ＳＧＥ 

８月 24～26 日 心の冒険教育講座Ⅱ 心の冒険教育 

10 月 4 日 蓮池小学校 心の冒険教育 

10 月 29 日 心の冒険教育体験会（初級） 心の冒険教育 

11 月２日 拳の川小学校５年生・教職員研修会 ＳＧＥ 

11 月 12．13 日 ＰＡＪ10 周年記念シンポジウム ＰＡ 

12 月 16 日 川内小学校 わくわく心の冒険教育児童生徒体験会 心の冒険教育 

１月 18 日 城山高校 心の冒険教育体験授業 心の冒険教育 

１月 26 日 国府小学校 わくわく心の冒険教育児童生徒体験会 心の冒険教育 

(4) 実態調査 

・ 楽しい学校生活を送るためのアンケートＱ-Ｕ 

Ａ小学校（５年生 ６月・12 月） Ｂ小学校（３年生 ６月・11 月） 

 (5) 実践研究 12 回（教材の研究・準備・分析・考察）、検証授業 ２回 

                               全 14 時間 

11月24日（木） 

ＳＧＥ 

12月１日（木） 

心の冒険教育 

（検証） 

12月８日（木） 

ＳＧＥ （検証） 

11月７日（月） 

心の冒険教育 

11月９日(水） 

心の冒険教育 

11月９日(水） 

心の冒険教育 

10月24日（月） 

心の冒険教育 

10月18日(火） 

心の冒険教育 

６月24日（金） 

心の冒険教育 

Ｂ小学校 

３年生 

Ａ小学校 

５年生 

Ａ小学校 

２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



① 実践研究にあたり児童の実態調査「楽しい学校生活を送るためのアンケートＱ-Ｕ」を活用し学

級の子どもたちの様子を分析・考察した。また、担任からの聞き取りも行った。 

   Ｑ-Ｕアンケートは、「いごこちのよ 

  いクラスにするためのアンケート」、「 

やる気のあるクラスをつくるためのア 

 １学期 
学校生活満足群 ２０％ 
侵害行為認知群 ２４％ 
非承認群 ３０％ 
学校生活不満足群 ２６％ 
図２ 学級生活満足度尺度の割合 

ンケート」の２つからなる。 

   今回の実践研究には、「いごこちのよいクラスにするためのアンケート」 

  いクラスにするためのアンケート」結                         

果を基に児童の実態を客観的に把握し、活 

活動を計画した。  

ア Ｑ-Ｕから見た学級の特徴 

担任から見た児童の実態 

  （Ａ小学校 ５年生） 

・ 一見まとまった学級に見えるが、。 

     その反面児童一人一人が、自分の 

個性や自己表現をすることが、苦 

手な学級。 

    ・ 児童間の人間関係の形成が不十 

 分で、特に男子集団の人間関係が難しく 
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図１ 学級生活満足度尺度 （６月）
みんなで協力して何かをやろうという意欲に欠ける。 

    （Ｂ小学校 ３年生） 

・ 児童一人一人が自分の個性や自己表現をするの           

 が苦手。 

・ 児童たちの活動意欲は高いが、児童間の友達関                        

係が稀薄で、トラブルになることもある。 

・ 児童が集団として生活していくための、基本的        

 な学級のルールが確立していない。 

    （Ａ小学校 ２年生） 

・ クラス替えで学級に対し、不安と希望で落ち着かない。 

・ 学級集団としては弱く、個々の対応を求める児童が多い。 

児童一人一人が自分の個性や自己表現をする機会が少なく、人間関係の形成も未熟である。 

  イ 育てたい力と活動のねらい 

 Ａ小学校 ２年生 Ａ小学校 ５年生 Ｂ小学校 ３年生 

育てたい力 ・自己理解・他者理解 

・グループ活動 

・自己理解・他者理解 

・コミュニケーション能力 

・自己理解・他者理解 

・ルール確立 

 

 

 

活動のねらい 

 

・友達と仲良くし互いの

良さを見つける。 

・みんなが１つになる。

・安全に気をつけながら、

楽しくゲームをする。

・体を動かす楽しさや心地よ

さを味わう。 

・体験活動を通して仲間とか

かわる楽しさを知り、互い

の良さに気づく。 

・安全に配慮し、協力して活

動する。 

・友達と集団で遊ぶ楽し

さを知る。 

・自分や友達のがんばり、

良さに気づく。 

・ルールを守り互いに協

力して、ゲームをする。

    



ウ 人間関係づくりを取り入れた実践研究実施一覧 

Ａ小学校 

日  時 クラス 「人間関係づくり」の ね ら い 主な活動 

 

６月 24 日 (金) 

実践研究（ＰＡ） 

 

２の１ 

２の２ 

 

・みんなが１つになる。 

・友達にやさしくかかわる。 

キャッチ 

インパルス 

はちくまピカチ

ュー 

パイプライン 

11 月９日 (水) 

実践研究（ＰＡ） 

２の２ ・体験活動を通して仲間と関わる楽しさを知り、

互いの良さに気づく。 

アドジャン 

おさるとバナナ 

フープ知恵の輪 

12 月８日(木)  

検証授業（ＳＧＥ） 

２の１ 

２の２ 

・集団遊びの楽しさを知る。 

友達の良さを見つけ発表し、受け入れられる喜

びを味わう。 

クリスマス 

ツリー 

新聞パズル 

いいとこさがし 

10 月 18 日(火) 

10 月 19 日(水) 

実践研究（ＰＡ） 

 ５の１ 

 ５の２ 

・体を動かす楽しさや心地よさを味わう。 

運動を通して仲間と関わる楽しさを知り、互い

の良さに気づく。 

ビート 

おおかみから 

守れ 

パイプライン 

11 月９日 (水) 

実践研究（ＰＡ） 

 ５の２ 

 ５の１ 

・体験活動を通して仲間と関わる楽しさを知り、

互いを認め自分の良さに気づく。 

ワムサムサム 

エルボータグ 

ジャグリング 

11 月 29 日（火） 

実践研究 

    （ＰＡ） 

 ５の１ ・運動を通して自分や仲間にとって、心地のよい

活動状態に気づく。 

・安全に配慮し、協力して活動する。 

ラッキー７ 

チェンジアップ 

風船列車 

12 月１日（木) 

 検証授業 

    （ＰＡ） 

 ５の２ ・運動を通して自分や仲間にとって、心地のよい

活動状態に気づく。 

・安全に配慮し、協力して活動する。 

ラッキー7 

チェンジアップ 

風船列車 

 

Ｂ小学校 

10 月 24 日（月）  

実践研究（ＰＡ） 

 ３の１ ・自分のがんばりや友達のがんばり、良さに気 

づく。 

インパルス 

手つなぎオニ 

フープリレー 

11 月７日 (月) 

実践研究（ＰＡ） 

 ３の１ ・ルールを守り互いに協力してゲームをする。 ラッキー７ 

エブリボディー 

アップ 

チキンベース 

ボール 

11 月 24 日(木) 

実践研究 

    （ＳＧＥ） 

 ３の１ ・友達と集団で遊ぶ楽しさを味わい、雰囲気づ 

くりをする。 

・友達の考えを認め、協力して１枚の絵を仕上 

げる。 

ジャンケン列車 

スクイグル 

（へんしん 

ライン）

★ 主な活動の中には、子どものたちの様子を見ながらふりかえりをする。授業後もふりかえりをする。 



エ 人間関係づくり実践研究・検証授業指導略案・ふりかえりカード 

   検証授業 

第２学年学級活動（仲間づくり）学習指導略案 
 12 月８日（木） ５校時（学年集会室） 

１ エクササイズ名  「クリスマスツリー」・「いいとこさがし」  
２ ねらい 
〇 集団遊びの楽しさを知る。 
〇 友達の良さを見つけ発表し、受け入れられる喜びを味わう。 

３ 準備物 
新聞紙、いいとこさがしカード、ふりかえりカード 

４ 展 開 

      活 動 内 容  ○ 支 援 と ◎ 留意点 ・評価 
 
導 
入  

〇 ウォーミングアップ 
・ ３組のグループをつくる。 
・ 生まれ月ごとに分かれる。  

 

○ 分からない児童がいないように、声がけ

をしながらグループ分けをする。 
◎ １グループ８、９人にする。 

 
 
 
展  

 
 

授業後の感想 

 本時の授業は、学期末でもあったので、エンカウンターの手法を使って活動した。「いいとこさがし」

は、事前に書き込み用のカードを渡しておき、全員が発表してもらえるよう担任と話し合い配慮した。 

発表が始まるとだんだん円の大きさが小さくなって、次は誰の「いいとこ」発表かなと目をきらきらさ

せながら友達の発表を聞いていた。ふりかえりカードでも、「自分のいいところを発表されて、はずかし

かったけれどうれしい。」「今の気持ちはとってもいい気持ち。」などの感想があり、自己肯定感が高まり

時期的に子どもたちにとって、効果のある手法だと捉えることができた。 

 
開 
 
 
 

〇 エクササイズ（１） 
 「クリスマスツリー」 
 ・ 新聞紙の上にグループごとに乗って行

   く。最後の１人が乗るまでがまんしている。

 ・ 降りるときも１人ずつ順番に下りる。 
〇 エクササイズ（２）  
 「いいとこさがし」 
 ・ 円になって座る。 
 ・ カードを見ながら一人ずつ、友達のいいと

   ころについて発表する。 

○ ルールを説明する。 
◎ 新聞紙の上に１人ずつ順番に乗ってい

く。 
◎ 最後の１人が乗って、10 秒間みんなで支

え合う。 
◎ 声をかけ合って互いに励ましあう。 
  ・グループで協力し合って、乗っている

か 
◎ 友達のいいところをたくさん見つけられ

るように、２日ぐらい前に「いいところ

さがし」カードを渡しておく。 
  ・大きな声で発表できたか 

〇 シェアリング   
ま

と

め 

・ 感じたことを発表する。 
・ 友達にいいところを言ってもらって、どん

な気持ちか。 
・ 友達のいいところを言って、どんな気持ち

か。 

◎ 話し合いができるように、近くの人５～

６人で話し合わせる。 
  ・自分の思いや感じたことが書けている

・ ふりかえりカードを書く。 

   か 



 
 
 
 
 

 

「いいところさがし」で友達
ともだち

のことをいってあげたり、いってもらってどんな気持
き も

ちになりましたか。 

・いってあげるときは、ちょっとドキドキしたけど、いってもらったときは、うれしかった。 

・ドキドキしたけど自分で読んでよかった。みんなもがんばって読めたのでよかったです。 

・ 読むとき、きんちょうしました。今はいい気持ちです。 

「インパルス」         「アドジャン」          「新聞パズル」 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   集計 

資料１ 子どものふりかえりカード記入例 

写真１  「クリスマスツリー」



検証授業 
第５学年体育科（体つくり運動）学習指導略案 

12 月１日（木） ６校時 （体育館） 
 

１ アクティビティ名 「ラッキー７」「チェンジアップ」「風船列車」 
２ 目 標 

   〇 運動を通して自分や仲間にとって、心地のよい活動状態であることに気づく。 
    〇 安全に配慮し、協力して活動する。 

３ 準備物 
      風船・ふりかえりカード 

４ 展 開 
活   動   内  容 ○支 援 と◎留 意 点  ・評価 

１ 本時の目標を知る 
 
〇 運動を通して自分や仲間にとって、心地の

よい活動状態に気づく。 
〇 安全に配慮し協力して活動する。 

 
２ アイスブレーキング（身体、心ほぐし）の 

活動 
 

・ ラッキー7 （２人組でジャンケンをし

て足して７にする。） 
・ ふりかえり 
 
・ チェンジアップ （グループ分け） 
（トランプのマークごとに小さい数字か

ら順に並ぶ。） 
 
３ イニシアティブ（課題解決）の活動 

・ 風船列車 （４組に分かれる） 
（前の人と自分との間に自分の風船をは

さむ。）  
 
４ ディブリーフィング（ふりかえり） 
  ・ 感じたことや思ったことを話す。 
  ・ ふりかえりカードに書く。 

◎ 活動を楽しむだけで終わらないように、目標

を知らせる。 
 
 
 
 

◎ 子どもと支援者間の緊張を解くために、簡単

な活動から始める。 
 
○ ルール説明をする。 
  ジャンケンは１～５の数を出す。 

｢ラッキー７｣と言いながらジャンケンする。

・笑顔がみられるか 
・声を掛け合っているか 
・積極的に相手を見つけているか 

  ジャンケンして気づいたことを聞く。 
 
○ ルール説明をする。 
  前の人や風船に触れることはできない。 
  先頭の人の風船は誰かが自分の風船と２個は

さむ。 
・声をかけ合っているか 
・仲間の声が聞こえているか 
・協力できているか 

 
○ 活動を思い出させながら、感じたこと思った

ことを発表したりカードに書くようにする。

授業後の感想 

 風船を挟み、各グループで決めたゴールに進んでいく「風船列車」では、「１・２、１・２」のか

け声もよく出ていた。子どもたちのふりかえりやカードの感想も、「友達の声をよく聞いて先頭に伝

えた。テンポ、体の動きをみんなに合わせた。」など学習目標を達成できる感想が多く書かれていた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     集計 

写真２ 「風船列車」 
 

「風船列車」からの感想 

・ 割れないように、すごく気をつけた。声も始めからかけようと思った。 

・ 風船がすぐ落ちないように、われるまえすんぜんまでつめる。 

・ 「１、２、１、２」と、みんながいっせいに大きな声で言った。 

・ 「ワンツー、ワンツー」と言う声や「がんばれ」と言う声が出ていた。 

・ 一緒に大きな声を出して、落ちたときにも「どんまい」とか言った。 

 「ジャグリング」       「おおかみから守れ」      「パイプライン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料２ 子どものふりかえりカード記入例



  実践授業 

第３学年学級活動（仲間づくり）学習指導略案 
                               11 月 24 日(木) ５校時（教室） 
                               
１ エクササイズ名  「ジャンケン列車」 「スクイグル・へんしんライン」 
２ ねらい 

   〇 友達と集団で遊ぶ楽しさを味わい、雰囲気づくりをする。 
   〇 友達の考えを認め、協力して１枚の絵を仕上げる。 
３ 準備物 

       画用紙・クレヨン・ふりかえりカード 
４ 展開 

 活 動 内 容 ○支援と◎留意点    ☆気づき 
 
 

導 
 
 

入 
 

〇 ウォーミングアップ 
〇 エクササイズ（１） 
「ジャンケン列車」 

  ・２人組でじゃんけんをする。    
・負けた人が勝った人の後ろに    
つながる。 

 
○ ルールを説明し、ジャンケンで楽しい雰囲

気づくりをする。 
○ よりたくさんの友達とふれあうようにす

る。 
◎ 勝ち負けは関係ないことを確認する。 

 
☆ 勝った人・列車になった人の今の気持ち。

 
 
 
展 
 
 
 
開 
 
 

〇 エクササイズ（２） 
「スクイグル・へんしんンライン」  
・２人組で、1枚の画用紙にクレヨンで、

グルグルと好きなように線を描いてい

く。（黒色) 
・何かの形に見えたものに色を塗ってい

く。 
・何が見えたか、みんなに発表する。 

 

 
◎ 画用紙いっぱいに、抵抗なくメチャクチ

ャの線をいれていくが、塗りつぶさない

ように確認する。 
◎ 友達が見えた形は、すべて認めていくよ

うにする。 

 
ま 

 
と 
 

め 
 

〇 シェアリング 
・ふりかえりカードを書く。 
・描いているとき、どんな気持ちがした

か。 
・できあがった絵を見て、思ったこと、

感じたこと。 
 

 
○ ２人組で話し合わせる。 
○ お互いに、思ったこと、感じたことが言え

るように声がけをしていく。 

授業後の感想 

 「へんしんライン」は共同絵画で２人組の活動である。体育館での活動と場所が違っていたので、

子どもたちは活動に興味深かった。「へんしんライン」は、絵の上手・下手に関わらず誰でもが楽し

めるエクササイズである。子どもたちは、２人組で話し合いながら線の中から、自分が見えたものを

形にして色塗りをする。シェアリングも含めて、90 分位時間がかかったが自分たちの作品を含め、友

達の作品にもとても関心があったため、子どもたちの持続力、集中力で全員発表することができた。 



「へんしんライン」からの感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「フープリレー」               「手つなぎオニ」 

資料３ 子どものふりかえりカード記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  オ Ｑ-Ｕや授業後のふりかえりカードを分析 

Ａ小学校　５年生
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Ａ小学校５年生のふりかえりカードを集計すると、授業後の満足感も高いことが分かる。また、

４つの項目の内、積極性（自分の考えや行動が積極的にできましたか）が３回目の授業「第５学

年体育科（体つくり）」では大きく伸びた。このことから、活動を通して子どもたちの中に何を発

言しても否定されないという、安心して学べる環境づくりができてきたのではと捉えることがで

きた。このことは、非承認群が 1 学期の 19％から４％に減少し、学級満足群は 58％から 62％へ

と増加した、12 月のＱ-Ｕアンケート結果からも、捉えることができる。 
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図４ 学校生活満足尺度 （12 月）グラフ１ ふりかえりカード
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図５ 学級生活満足尺度の割合  

 

 

 

Ｂ小学校３年生には、心の冒険教育とＳＧＥの２つの手法を取り入れることで、日々全く関係

づくりのない学級にも、子どもたちの意欲・関心が高まる有効な手法と言うことができた。授業

に関して、ほぼ 90％以上満足感があり活動に意欲的に取組んでいると捉えることができる。 

    また、Ｑ-Ｕアンケートから１学期と２学期では全ての領域で大きな変化が見られた。この結果

から、学級内のルールが確立し仲間づくりができている学級と捉えることができた。 



A小学校　２年生
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25   Ａ小学校２年生は授業の満足感が高く、友達と         

仲よくルールも守り意欲的に活動していたことが分

かる。ふりかえりカードの感想からも、「○○の活動

が楽しかった。」という自分中心の感想から、誰々ち

ゃんが助けてくれてうれしかった。」「みなと協力し

て完成させてうれしかった。」など、活動中友達とか

かわって感じた感想が書かれるようになった。 

１回
目

２回
目    このことから、２年生なりに活動のねらいなどを

意識し活動に取り組んでいたのではと捉えるこ  

とができた。 

３回
目

 

満足感 な 約かよく 束

４ 研究のまとめ 

(1) 成果 

①  Ｑ－Ｕのアンケートを活用したことは、子どもたちの実態に合わせた活動を、どの時期に行う

のが有効かを知るうえで重要であることが分かった。 

グラフ３ ふりかえりカード

②  授業後にふりかえりカードを活用するなど、ふりかえりを行うことは適切な活動を設定してい

くうえで大事なポイントであった。 

③  何よりも特別活動や道徳、各教科のねらいをおさえておくことが重要であった。 

例えば資料１に示した２年生「人間関係づくり」年間カリキュラムの中で、２学期中期の体育

科目標が「友達と仲良くし互いの良さを見つけ、楽しくゲームをする」であることから、心の冒

険教育の中から、「男女仲良く安全に気をつけて活動する」をねらいとする活動を選んだ。中で

も「おさるとバナナ」「手つなぎオニ」などは、普段子どもたちがやっているおにごっこに、少

しバリエーションを加えたもので子どもたちの反応もよく、体育科の目標と心の冒険教育のねら

いが一致したとてもよい教材になった。また、２学期末の学級活動目標が「望ましい人間関係の

育成」であることから、構成的グループ・エンカウンターの中から「友達の良さを見つけ発表し、

受け入れられる喜びを味わう」をねらいとする「いいとこさがし」などの活動をおこなった。 

このように、年間カリキュラムの中でどんな活動を設定できるのかを実践研究・検証授業等

を行いながら明らかにすることができた。（カリキュラムは資料４、５参照） 

(2) 課題 

ＰＡＪの関智子氏から「アドベンチャーの要素はいつでも・どこにでもあります。目の前にある

カリキュラムにどうアドベンチャー要素を加えられるか。」という課題を与えられた。来年は、作成

したカリキュラムを基にいろいろと創造し実践しながら、短時間でも計画的に継続していきたい。

そして、検証していくことでさらに活用しやすいカリキュラムにしたい。 

 

５ おわりに  

  本県において、平成 14 年度からスタートした第２期土佐の教育改革の６つの大きな柱の中にも、「豊

かな心を育む教育の推進」が揚げられ、子どもたちがお互いに助け合う温かな人間関係を育む活動の

推進が示されている。 

  そこで心の教育センターでも、いじめや不登校など、子どもたちの悩みに対応するため、様々な取

組をしてきた。特に、予防的な取組として、人間関係づくりを中心とした研修に力を入れてきた。 

  これまでも構成的グループ・エンカウンター、心の冒険教育、ピア・サポート活動等の人間関係づ

くりの手法は、「教科学習に生かす視点」や「効果的な学級経営」などの実践研究が行われ、これら

の手法を取り入れることで子どもたちの信頼関係・人間関係が深まり、予防的な効果があることが実

証されている。心の教育センターでも小・中・高の校種を問わず多くの学校に人間関係づくりを目的



とする研修会に出向き、子どもたちの心の安定が図られたという感想をいただいている。 

  しかし、導入すれば効果があると言われるこのような手法を、忙しい学校の中でどのように教科、

領域の中に位置づけていけばより有効に活用できるのか。ということが研究の課題としてあげられて

いた。 

  そこで本研究では小学校に研究授業として入らせてもらいながら、どの時期にどんな活動を取り入

れたらよいかを、年間計画の中で実際に検証しながらカリキュラムづくりに取り組んできた。カリキ

ュラム作成にあたっては学級担任と、子どもたちの状態を話し合い連携を密にした。また、楽しい学

級生活を送るためのアンケートＱ－Ｕをもとに客観的にクラスの子どもたちの状態を把握することに

もつとめた。 

  また、本研究のまとめとしてカリキュラム冊子を作成した。その中の年間カリキュラムは実践に入

らせていただいた小学校の年間行事の中で考えたものであるが、このカリキュラムを参考にして、そ

れぞれの学校に合った形で活用していただきたいと考える。日常的に活用できるカリキュラムになれ

ばという思いから、次のような項目で冊子の作成にあたった。 

① 心の冒険教育とは、構成的グループ・エンカウンターとは 

② 「人間関係づくり」年間カリキュラム 

③ アクティビティ（活動）の目的、アクティビティ（活動）、短時間でできるアクティビティ（活動） 

④ ふりかえりカード 

この冊子が多くの先生方に活用して頂けることを願っている。 
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資料４ カリキュラム 
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